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平 成 ２ ８ 年 度 事 業 報 告 書 

（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで） 
 
 

Ⅰ 事業の状況 

  当期は、奨学金給与のほか、奨学生のための指導育成事業として奨学生自身による相互

啓蒙を主眼に奨学生ＯＢ共々相互交流を一層深め、意義ある学生生活が送れるよう次の事

業を実施しました。 
 
 
 
（奨学生概要） 

 当期における奨学生採用数は、選考委員会決定時（進学確定時に奨学生となる）13名（うち

２名は上級進学者）でしたが、入試合格進学生８名、うち１名は進学後辞退という結果と

なり、期初における在籍者総数は51名(大学院生７名・大学生44名)となりました。 
 
 
 
（当期期初の奨学金給与対象者数の内訳） 

在
籍
者
内
訳 

年度(期) H21(32) H23(34) H24(35) H25(36) H26(37) H27(38) H28(39) 計 

大学院生 1 5 1 0 0 0 0 7 

大 学 生 0 1 1 7 11 17 7 44 

短 大 生 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 1 6 2 7 11 17 7 51 
 
  

 

 

（当期の奨学生在籍大学及び在籍者数） 

 
在籍者数 学  校  名 

大学院生 ７ 
お茶の水女子大学大学院、首都大学東京大学院(2)、 

東京大学大学院、日本女子大学大学院、早稲田大学大学院(2) 

 

 

 

大 学 生 

 

 

 

 

 

 

４４  

 

 

 

大妻女子大学､学習院大学(2)､杏林大学､慶應義塾大学､ 

首都大学東京(4)､上智大学(2)､成蹊大学､大正大学､中央大学(4)､ 

帝京大学､帝京科学大学､東京大学､東京学芸大学､東京工業大学､ 

東京未来大学､東京薬科大学､東邦大学､東洋大学､日本女子体育大学､

日本体育大学､法政大学､武蔵大学(2)､明治大学(3)､明治学院大学､ 

明治薬科大学､立教大学､早稲田大学(7) 

 

  

 



(事業活動の内容)

　 (1) 奨学金の給与

　　奨学生に対し月額33,000円の奨学金を給与致しました。

(2) 補導事業

　　指導・育成事業を下記日程で開催致しました。

年 月 日 事　   業

28年６月８日  第38回講演会 ＯＢ（31期生）による講演会を開催

(於：私学会館)

 第41回懇親会 役員・奨学生・ＯＢを対象に懇親会を開催　 ( 同 上 )

８月28～29日  第36回ﾊｲｷﾝｸﾞの集い 奨学生・ＯＢを対象に石川県にて１泊旅行を実施

９月１日  平成29年度新奨学生募集 都立高校中心に対象校へ関係書類発送

学校長推薦書・応募感想文・成績証明等徴収

10月23日  第８回近況報告会 奨学生を対象に近況報告会を実施

(於：グランドヒル市ヶ谷)

11月30日  会報第75号発行 平成28年度新奨学生紹介･作文、卒業生だより、各行事の

内容報告（講演会・懇親会・ﾊｲｷﾝｸﾞの集い・近況報告会・

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ・ｽﾎﾟｰﾂ懇親会）、事業計画、事務局だよりを掲載　

役員・奨学生・ＯＢ等関係先へ発送

12月６日  スポーツ懇親会 奨学生･ＯＢを対象に東京ﾄﾞｰﾑﾎﾞｳﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰにてボウリング

大会、懇親会を実施

12月26日  選考委員会 平成29年度奨学生16名内定

(進学確定後奨学金給与対象者となる)

(於：私学会館)

29年２月12日  ワークショップ 奨学生を対象にダイアログ・イン・ザ・ダークにて体験型

ワークショップ（暗闇体験）、懇親会を実施

３月27日  第35回卒業生の集い 平成28年度を以て奨学金給与を終了する学生を集め、今後

の進路･抱負等を各自報告、懇談を行い、卒業記念品を贈呈

(於：私学会館)

３月29日 平成29年度新奨学生説明会 当会の事業の趣旨と計画、奨学金受領方法並びに当会への

報告義務事項等の説明　   

(於：私学会館)

 　　　　　　　　備　　　　考
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